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名

誉

教

授

多

田

蔵

雄

経

歴

年

譜

明
治
三

八

年
(

一

九
〇
五

年
)

一

〇
月
二

七

日

東
京
市
神
田

区

表
神
保
町

一

番
地

(

現
在

･

神
田

小

川
町

一

)

に

房
之
輔
四

男
と
し

て

生

れ

る
｡

明
治
四
三

年
(

一

九
一

〇
年
)

自
宅
の

二

階
廊
下
の

手
摺
に

登
っ

て

い

る

内
に

墜
落
し

､

竹
の

切

株
と

庭
石
の

間
の

三

尺
平
方
の

平
地
に

直
立
し

て

九

死
に
一

生

を

得
る

｡

墜
落
の

途
中
で

片
手
が

階
下

の

屋
根
の

樋
に

か

か

っ

た

た

め
､

こ

の

姿
勢
に

な
っ

た

と

思
わ
れ

る
｡

た

だ

し

そ
の

た

め

に

後
遺
症
と

し

て

脱
腸
と
な

り
､

小

学
校

一

学
年
の

時
､

手
術
を

受
け
る

｡

明
治
四

五

年
(

一

九
一

二
)

四
月

神
田

区
小

川
尋
常
小

学
校
に

入

学
す
る

｡

大
正

六

年
(

一

九
一

七
)

四

月

一

家
が

北
豊
島
郡
巣
鴨
村
字
池
袋
(

現
在

､

豊
島
区
西
池
袋

一

丁

目
)

に

移
転
の

た

め

豊
島
師
範
学
校
付

属
小

学
校
六

学
年
に

編

入

学
す
る

｡

全
校
を

卒
業
後
は

同
窓
の

故
根
岸
国
草
本
単
数
授
ら

と

と

も
に

そ

の

同
窓
会
の

仕
事
に

従
事
し

て

現
在
に

至
る

｡

大
正

七

年
(

一

九
一

八
)

四

月

東
京
府
立
第

一

中
学
校
に

入

学
す
る

｡
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入

学
式

･

対

面
式
の

た

め

運
動
場
に

全
校
生

集
合
中

､

行
進
体
形
に

移
る

た

め
二

列
横
隊
よ

り

四

列
縦
隊
移
行
の

号
令
が

か

か
っ

た

が
､

新
入

生

た

ち
で

不

慣
れ

の

た

め

正

し

く

隊
伍
が

組
め

ず
､

そ
の

正

香
を

大
声
で

説
明

し

て

い

る

処
を

体
育
教
師
に

谷
め

ら

れ
､

全
校
生

環
視
の

中
で

行
進
か

ら
は

ず
さ

れ
､

列
外
に

出
て

そ
の

場
で

直
立

と
云

う
懲
罰
を

受
け

､

こ

れ
が

そ

の

後
の

中
学
生

活
に

大
き
な

影
響
を

与
え

た
｡

た

だ

し
こ

の

た

め

に

注
目
さ

れ
､

上

級
生

､

殊
に

四
､

五

年
生
の

有
志
か

ら

は

逆
に

特
別
の

愛
顧
を

受
け

る
に

至
っ

た
｡

大
正

八

年
(

一

九
一

九
)

自
ら

は

好
意
を

以

て

接
し

た

つ

も

り
の

三
の

同
級
生
に

対

す
る

横
暴
の

理

由
で

､

彼
等
の

言
に

同
情
し
た

故
佐
倉
潤
五
口

氏
(

本

学
卒

､

朝
日

新
聞
論
説
委
員
)

よ

り

呼
び

出
し

を

う

け
､

お

茶
の

水
の

文
化
学
院
横
の

空
地
に

て

鉄
拳
の

制
裁
を

受
け
る

｡

こ

の

件
に

つ

い

て

は

そ

の

後
和
解
し

た

が
､

人
間
の

心

理
の

微
妙
に

つ

い

て

深
い

感
慨
を

受
け
る

｡

こ

の

頃
よ

り

日

本
基

督
教
独
立
巣
鴨
教
会
に

出
入

り

し
､

田

村
直
臣
牧
師
の

説
教
を

聴
く

｡

大
正

一

〇
年
(

一

九
二
一

)
巣
鴨
教
会
に

て

田

村
直
臣
牧
師
よ

り

洗
礼
を

受
け

る
｡

た

だ

し

後
年
に

同
牧
師
が

死
去
し

､

独
立

巣
鴨
教
会
が

日

本
基

督
教
団
に

寄
付
の

形
で

合
併
さ

れ

て

以

来
､

こ

れ

と

枚
を

分
か

つ
｡

大
正

一

一

年
(

一

九
二

二
)

松
原
至
大

氏
に

認
め

ら

れ
､

短
詩
を

東
京
日

日

新
聞
(

現
在

､

東
京
毎
日

新
聞
)

学
芸
欄
に

発
表
す

る
｡

稿
料
金
参
円
は

生
れ

て

初
め
て

の

収
入

で

あ
っ

た
｡

そ
の

後
一

両
年
に

亙
り
三

回

発
表
す
る

｡

こ

の

頃
に

故
菅
能
啓

一

･

伊
藤
園
夫
(

千
田

是
也
)

民
ら

と

同
人

姓
誌
を

作
り

､

短

苧
短
歌
な

ど

の

習
作
を
の

せ

る
｡

ま
た

内
田

栄
一

氏
に

つ

き

声
果
の

レ

ッ

ス

ン

を

受
け

､

約
三

ケ

年
こ

れ

を
つ

づ

け

る
｡

大
正

〓
一

年
(

一

九
二

三
)

三

月
に

府
立

一

中
を

卒
業
し

､

四

月
よ

り

同
校
補
習
科
に

学
ぶ

｡

浪
人
生

清
一

年
｡

7 8 ヱ
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大
正

〓
二

年

四

月

こ

の

時
代
に

臨
時
教
師
の

藤
森
秀
夫
氏
に

よ

り

ゲ

ー

テ
ヘ

の

関
心

を

取
覚
ま
さ

れ

る
｡

(

一

九
二

四

年
)

東
京
外
国
語
学
校
本
科
独
乙

語
部
法
律
選
修
科
に

入

る
｡

武
内
大

学
辻
高
衡

･

田

代
光
雄
諸
教
授
か

ら
ド

イ

ツ

語
の

薫
陶
を

受

け

る
｡

文
芸
部
貞

･

サ
γ

カ

ー

部
員
と

し

て

校
友
会
貝
生

活
を

送
り

､

卒
業
に

際
し

そ
の

功
に

よ

り

表
彰
を

受
け

る
｡

7 ∂2

大
正

一

四

年
(

一

九
二

五
)

四

月

よ

り
一

年
間

､

同
校
専
修
科
(

夜
間
部
)

で

フ

ラ

ン

ス

語
科
を

併
修
す
る

｡

徴
兵
検
査

を

受
け

甲
種
合

椿
と

な
る

も
､

連
隊
長
の

示

唆
に

よ

り

士
官
候
補
生

の

志
願
は

取
り

や

め
､

間
も

な

く

兵
役
免

除
の

通

知
を

受
け
る

｡

こ

れ
に

よ
っ

て

そ

の

後
の

時
局
の

進

展
に

し

た

が

い

､

多
く
の

学
友
の

召
集

･

戦
場
派

苧
戦
死
の

報
な

ど

を

兵

役
に

関
係
の

な
い

立

場
で

受
取
る

と

云

う
複
建
な

心

境
を

経
験
す

る

に

至
る

｡

大
正

一

五

年
(

一

九
二

六
)

舞
台
協
会
の

山
田

隆
弥

､

岡
田

嘉
子

氏
に

紹
介
さ
･
れ

､

五

月
の

東
大
の

山
上

御
殿
に

お

け

る

同
協
会
の

ペ

ー

ジ
ェ

ン

ト

公

演
に

お

い

て
､

そ

の

1

ア

ル

ト

∴
イ

デ
ル

ベ

ル

ヒ

+

に

ド

イ

ツ

語
部
の

同
級
生

十

数
人
と

と

も
に

ハ

イ

デ
ル

ベ

ル

ヒ

大
学
生

と

し

て

出

演
し

､

ま

た

次
の

出
し

物
｢

ジ

ュ

リ

ア

ス

･

シ

ー

ザ
ー
+

で

も

｢

そ

の

他
大
勢
+

で

客
演
す
る

｡

昭
和
二

年
(

一

九
二

七
)

三

月
に

東
京
外
国
語
学
校
本
科
を

卒
業
し

､

四

月
に

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
本
科
に

入

学
す

る
｡

由
月
よ

り

サ
γ

カ

ー

部
に

入

り
､

予

選
を

経
て

明
治
神
宮
外
苑
競
技
場
で

行
わ

れ

た

全
日

本
学
生

選
手
権
大
会
に

出
場
し
一

回

戦

で

敗
退
す

る
｡

そ
の

夏
の

同
部
の

北
海
道
遠
征
の

途
次

､

感
ず
る

と
こ

ろ

あ

り
､

退
部
帰
京
す
る

｡

九
月
に

独

文
学
専
攻
を

決
意
し

､

小

宮
豊
隆
教

授
の

水
曜
会
の

メ

ン

バ

ー

に

加
わ

る
｡

ゲ
ー

テ

研
究

皇
心

し
､

小

宮
豊
匪

･

阿
部
次
郎
教
授
に

､

師
事
し
､

小

牧
健
夫

･

河
野
与
一
教
授
か

ら

種
々

指
導
を

受
け

る
｡

教
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青
学
に

つ

い

て

篠
原
助

市
教
授
の

教
え

を

乞
い

､

と

く
に

児
童
心

理

学
研
修
に

閲
し

そ

の

示

唆
を

受
け
る

｡

昭
和
三

年
(

一

九
二

八
)

専
攻
の

独
乙

文
学
の

か

た

わ

ら
､

山
田

孝
雄
教
授
の

万

葉
集

､

岡
崎
義
恵
教
授
の

西
鶴

､

河

野
与

一

教
授
の

仏
文
学
(

モ

リ

エ

ー

ル

な

ど
)

に

お

い

て

啓
発
さ

れ
る

｡

鈴
木
三

重

苦
氏
の

作
品
に

興
味
を

も

ち
､

小

宮
教
授
の

紹
介
で

同
氏
の

門
を

叩
く

｡

同
人

建
議
｢

木
星
+

四

月
号
に

短

編
｢

政
子
の

心

持
+

を

発
表
す

る
｡

昭
和
四

年
(

一

九
二

九
年
)

母

多
田

キ

ウ

と

と

も
に

父
に

代
り

私
立
池
袋
幼
稚
園
設
置
者
と

な

る
｡

昭
和
五

年
(

一

九
三

〇
)

三

月

卒
業
資
格
取
得
に

必

要
な

科
目

と
し

て

石
原
謙
教

授
の

哲
学
特
殊
講
義
｢

ア

ウ

グ
ス

言
ス

+

を

選
び

履
修
し

来
た
っ

た

と
こ

ろ
､

こ

の

科
目
の

履
修
者
が

哲
学
専
攻
の

ゼ

ミ

ナ

リ

ス

テ
ン

の

み

で

あ
っ

た

た

め
､

リ
ポ

ー

ト

提
出
日

を

知
ら

ず
に

過
ぎ

､

罰
と

し

て

大
部
の

哲
学
書
に

関
す

る

リ

ポ

ー

ト

提
出
が

命
ぜ

ら

れ
､

河

野
教
授
の

助

力
で

リ

ポ
ー

ト

を

作
成
し
､

小

宮
教

授
の

奔
走
で

辛
じ

て

卒
業

資
格
を

得
て

卒
業
す
る

｡

四

月

遠
藤
隆
吉
博
士
の

巣
鴨
高
等
商
業
学
校
教

授
と
な

り
ド

イ

ツ

語
を

担
当
す
る

｡

私
立

池
袋
幼
稚
園
主
事
と

な

り
､

幼
児
の

知
能

･

性
格
の

検
査

を

担
当
し
て

現
在
に

至
る

｡

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
大
学
院
入

学
を

許
可
さ

れ
､

ゲ
ー

テ

研
究
を

テ
ー

マ

と

す
る

｡

在
籍
す
る

こ

と

二

年
｡

右
の

期
間
お

よ

び

外
国
語
学
校
在
学
期
間
を

通

じ
､

帝
国
教
育
会
主
催
の

夏
季

･

冬
季
講
習
会
に

毎
度
出
席
し

､

教
育
学
関
係
科

目
の

講
義
を

吉
田

熊
次

､

深
作
安
文

､

林
博
太
郎

､

入

沢
宗
寿
そ

の

他
の

諸
氏
か

ら

聴
く

｡

こ

の

年
､

菊
地

和
子
と

結
婚
す
る

｡

昭
和
七

年
(

一

九
三
二
)

湖
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昭
和
八

年

九
月

四

月
か

ら
一

年
間

､

生

活

撃
方

の

曹
で

警
実
践
を

希
望
し

､

巣
鴨
商

葦
校
第
二

部
(

夜
間
部
)

で

作
文
の

授
業
を

担
当

制

す
る

｡

こ

の

年
､

高
等
商
業
学
校
生

の

試
験
不

正

行
為
が

あ

り
､

緊
急
教
授
会
(

当
日

出
校
の

教
官
に

よ

る
)

で
一

ケ

年
の

停
学
処
分
が

決
定
さ
れ

た

こ

と

に

対

し
､

教
育
的
に

こ

の

処
分
に

問
題
が

あ

る

と

痛
感
し

て
､

た

だ

ち
に

直
接
に

遠
藤
校
長
に

そ

の

所
以

を

訴

え

た
る

も

斥
け
ら

れ
､

教
師
の

当
為
に

つ

い

て

深
く

考
え
さ

せ

ら

れ

る
｡

(

一

九
三

三
)

こ

の

年
四

月
に

文
部
省
に

教
育
調
査
部
が

設
置
せ

ら
れ

､

先
輩
田

内
静
三

氏
(

当
時
文
部
省

嘱
託

､

元
国
立

博
物
館
次

長
)

か

ら

こ

の

機
関
が

教
育
の

調
査

研
究
を

主
と

す
る

も

の

で

あ

る

故
を

以
て

入

部
志
望
す

る

こ

と
を

薦
め

ら

れ
､

放
下
村
寿

:
元
文

部

次
官
)
､

故
成
田

千

里

(

元
東
京
豊

島
師
範
学
校
長
)

諸
氏
の

尽
力
に

よ

り

九

月
よ

り

兼
任
嘱
託
と

し

て

入

部

す
る

｡

村
上

俊
売

氏
(

元
東
京
学
芸
大
学
長

･

国
立

教
育
研
究
所
長
)

の

下
で

主
と

し

て

ド

イ

ツ

の

教
育
制
度
を

調
査

研
究
す
る

｡

昭
和

〓
年
(

一

九
三

六
)

四
月

恩
師
田

代
光
雄
教
授
の

推
薦
に

よ

り
､

従
来
同
教
授
ボ

担
当
せ

ら

れ
て

い

た

東
京
商
科
大
学
付
属
専
門
部
の

ド

イ

ツ

語
を

代
っ

て

埴
当
す
る

こ

と

と
な

り
､

同
学
付
属
専
門
部
講
師
と

な

る
｡

昭
和

〓
一

年
(

一

九
三

七
)

九
月

教
育
調

査

部
に

お

け

る

調
査

研
究
に

引
続
き

参
与
す
る

条
件
の

も

と
に

督
学
官
助

手
の

任
務
を

担
当
す
る

た

め
､

普
通
学

務
局
お

よ

び

督
学
官
宝
の

事
務

嘱
託
と

な

る
｡

仕
事
は

督
学
官
の

命
ず
る

資
料
の

作
成

､

視
察
同
行

､

そ
の

記
録
の

整
理

な

ど
で

あ

り
､

こ

の

世
事
は

諸
教
育
機
関
の

実
態
を

学
ぶ

点
で

大
い

に

意
義
の

あ

る
こ

と
で

あ
っ

た
｡

昭
和

一

四

年
(

一

九
三

九
)

三

月

巣
鴨
高
等
商
業
学
校
を

辞
任
す
る

｡

六

月

督
学
官
室
勤
務
を

退
き

､

教
育
調
査

部
嘱
託
に

復
帰
す
る

｡
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昭
和

一

五

年
(

一

九

四

〇
)

こ

の

年
よ

り

三

年
間

､

そ
の

間
の

上

司
た

る

安
達
禎
教
育
調
査
部
長

､

村
上

俊
売
主

任
､

加
藤
与
次
兵
衛
督
学
官

､

枚
久
義
平
督

学
官
な

ど
の

好
意
と

理

解
に

よ

り
､

本
来
の

業
務
の

ほ
か

に

幼
児
保
育
制
度
の

調
査
を

一

任
さ

れ
､

実
地

視
察

･

資
料
収
集
に

当

り
､

昭

和
一

七

年
そ

の
一

端
を

文
部
省
刊
行
物
｢

幼
児
保
育
に

関
す
る

諸
問
題
+

と

し

て

ま

と

め

る
｡

昭
和

〓
(

年
(

一

九
四

一

)

こ

の

年
か

ら
二

年
間

､

日

独
文
化
協
会
嘱
託
と
し

て

ド

イ

ツ

教
育
事
情
の

調
査

･

研
究
に

協
力
す

る
｡

前
年
度
お

よ

び

本
年
度
に

わ

た

り
､

中
央
社
会
事
業
協
会
社
会
事
業
研
究
所

･

愛
育
会
愛
育
研
究
所
の

保
育
施
設
調
査
研

究
委
貝

と

な

り
､

昭

和
一

七

年
刊
行
の

｢

本
邦
保
育
施
設
に

関
す

る

調

査
+

作
成
に

協
力
す
る

｡

昭
和

一

七

年
(

一

九
四
二
)

一

一

月

文
部
省
の

官
制
改
正

に

よ

り

教

育
調
査

部
が

廃
止
さ

れ
､

調
査
機
関
は

捻
務
局
調
査

課
と

な

る
｡

し
た

が

っ

て

身
分
は
こ

れ
に

移

る
｡

昭
和

一

八

年
(

一

九

四

三
)

数
年
前
か

ら

督
学
官
枚
久
義
平
氏

､

普
通
学
務
局
初
等
課
員
中
谷
千
歳
氏
ら
と

は

か
っ

て
､

幼
児
保
育
制
度
の

改
善
を

努
力
し
た

が
､

戦
時
中
の

勅
令
改
正

ほ

無
理

と

云

う
こ

と
で

､

高
等
女

学
校
付
属
施
設
と

し

て

保
育
所
の

名
の

も

と
に

保
育
施
設
を

設
置
し

う
る

こ

と
に

し

て
､

幼
稚
園
と

託
児
所
の

統
合
化
の

方
向
へ

の

第
一

歩
を

打
ち

出
す
こ

と
に

な

り
､

こ

れ

が

採
用
さ

れ

て

幼
稚
園

ま

た

ほ

保
育
所
を

付
設
す
る

こ

と

が

出
来
る

｢

高
等
女
学
枚
規
程
+

が

三

月
に

制
定
さ

れ

た
｡

昭
和

一

九
年
(

一

九
四

四
)

帝
国
教
育
会
が

改
組
さ

れ

た

大
日

本
教
育
会
の

幼
児
保
育

専
門
部
会
常
任
幹
事
と

な

り

幼
児
保
育
振
興
に

協
力
す

る
｡

-
八

じ

四

月

本
学
名
誉
教
授
山
口

茂
氏
の

尽
力
に

よ

り

東
京
商
科
大
学
付

属
工

業
経
営
専
門
部
教
授
と

な

り
､

ド

イ

ツ

語
お

よ

び

教
育
行
政
を

7 9
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担
当
す
る

ヶ

昭
和
こ

○
年
(

一

九
四

五
)

七

月

文
部
省
の

絵
務
局
が

解
体
さ

れ
､

調
査

機
構
は

大
臣
官
房
文
書
課
(

九

月
か

ら

翌

年
三

月
ま
で

は

総
務
室
)

に

移
さ

れ

る
｡

昭
和
ニ

ー

年
(

一

九

四

六
)

四

月
一

一

日

付
で

文
部
時
報
編
集
委
員
を

命
ぜ

ら

れ
､

文
部
省
退
任
ま
で

こ

れ

に

当
る

｡

東
京
の

私
立

幼
稚
園
団
体
の

再
結
成
に

参
画
し

､

東
京
都
私
立

幼
稚
園
協
会
の

設
立

と

と

も
に

そ
の

役
員
と

な

り
､

そ
の

あ
と

そ

の

役
員
ま
た

は

委
員
と

し

て

現
在
に

至
る

｡

昭
和
二

二

年
(

一

九
四

七
)

一

月

前
年

一

一

月
に

調
査

局
が

新
設
さ

れ
た

が
､

こ

れ
に

と

も

な
い

同
局
の

兼
任
事
務
官
(

無
給
)

と

な

る
｡

文
部
省
よ

り

幼
児
教
育
内
容
調
査

委
員
を

嘱
託
さ

れ
､

米
国
C

I

E

の

示

唆
の

も
と

で

幼
児
保
育
の

指
針
｢

保
育
要
領
+

の

作
成

に

協
力
す

る
｡

三

月

東
京
商
科
大
学
講
師
を

嘱
託
さ

れ

る
｡

二
月

公
私
立
の

幼
稚
園
団
体

､

公
私
立
の

保
育
所
団
体
の

連
合
体
た
る

全
国
保
育
連
合
会
の

結
成
に

協
力
し

､

一

一

旦
祓

立
さ

れ

て

か

ら

昭

和
二

八

年
解
散
ま

で

そ
の

役

員
を
つ

と

め
る

｡

昭
和
〓

三

年
(

一

九

四

八
)

前
年
に

結
成
さ

れ

た

日

本
私
学
団
体
総
連
合
会
に

加
盟
す
る

た

め
に

､

都
道
府
県
私
立

幼
稚
園
の

連
合
体
た

る

全

国
私
立

幼
稚
園

団
体

連
合
会
(

日

私
劫
)

を

結
成
す

る
こ

と
に

協
力
し

､

そ

の

設
立

と

と
も

に

評
議
員
と

な

り
､

そ
の

後
は

役
員
ま

た

は

委
員
と

な
っ

て

現
在
に

至
る

｡

昭
和
二

四

年
(

一

九
四

九
)

新
制
大
学
と

し

て

発
足
す

る

に

伴
い

､

一

橋
大
学
助

教
授
と

な

り
､

教
育
行
政

学
を

担
当
し

､

か

た

わ

ら

ド

イ

ツ

語
を

担
当

す

7 ββ



る
｡

日

本
保
育
学
会
が

結
成
さ

れ
､

そ
の

正

会
員
と

な

り
､

そ
の

後
役
員
を
つ

と

め

現
在
に

至

る
｡

昭
和
こ

七

年
(

一

九
五
二
)

六

月

国
立

教
育
研
究
所
よ

り

全
国
小

中
学
校
学
力
水

準
調

査

委
貝
を

委
嘱
さ

れ
､

こ

の

調
査
に

協
力
す
る

｡

本
学
の

教
職
謀
殺
委
員
会
常
任
委
員
を

命
ぜ

ら

れ

本
学
学
生
の

教
育
実

習
の

管
理
を

担
当
し

停
年
退
職
ま
で

こ

れ

を
つ

と
め

る
｡

( 1 11) 名誉教 授 多田減 摩経歴 年譜

昭
和
二

九
年
(

一

九
五

四
)

一

橋
大
学
教
授
(

社
会
学
部
)

に

任
ぜ

ら

れ

る
｡

昭
和
三

〇
年
(

一

九
五
五
)

二

月

大
学
院
社
会
学
研
究
科

(

社
会
学
特
殊
問
題
)

の

担
当
を

命
ぜ

ら

れ

る
｡

昭
和
三

一

年
(

一

九
五

六
)

七

月

琉
球
政
府
お

よ

び

文
部
省
よ

り

沖
縄
の

小

中
高
教
員
に

対

す
る

沖
縄
夏
期
認
定
講
習
会
の

講
師
を

委
嘱
さ

れ
､

那
覇
市
お

よ

び

石

川
市
で

計
四

十
日
の

講
義
を

担
当
す

る
｡

昭
和
三

三

年
(

一

九
五

八
)

二

月

昭
和
三

七

年

四

月

人

事
院
規
則
改
正

に

よ

り

兼
任
の

文
部
事
務
官
を

免
ぜ

ら

れ
､

調
査

員
に

併
任
さ

れ

る
｡

(

一

九
六
二
)

文
部
省
在
外
研
究
員
と

し
て

四

ケ

月

間
､

ド

イ

ツ

を

中
心
に

欧
米
各
国
で

教
育
制
度

､

教
育
事
情
そ

視

察
研
究
す
る

｡

右
の

期
間
中

､

七

月

英
国
の

ロ

ン

ド
ン

に

お

い

て
一

週

間
に

わ
た

り

開
か

れ

た

世
界
幼
年
教
育

棟
椿
○

雪
n
-

邑
-

○

ロ

ぎ
邑
已
2

7

写
実

-
､

内
包
亡

β
t

-

○

ロ

吋

イ
か

胃
○
-

巴

岩

(

略
称
O

M

E

P
)

の

第
九

回

世
界
会
議
に

日

本
代
表
の
一

人

と
し

て

客
員
の

資
格
で

参

指
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加
す
る

｡

昭
和
三

九

年
(

一

九
六

四
)

六

月

文
部
省
在
外
研
究
員
と

し

て

三

ケ

月

間
､

ド

イ
ツ

を

中
心
に

欧
米
の

特
に

職
業
教
育
制
度
お

よ

び

事
情
に

つ

い

て

視

察

研

究
す

る
｡

右
の

期
間
中
に

八

月
に

ス

ト
ア

ク

ホ

ル

ム

で
一

週

間
に

わ

た

り

開
か

れ

た

O

M

E

P

の

第
十
回

世
界
会
議
に

準
加
盟
国
連
絡
貝
と

し

て

出
席
し

､

日

本
の

幼
児
保
育
の

沿
革

･

現
状

･

問
題
点
に

つ

い

て

発
表
す
る

｡

昭
和
四

一

年
(

一

九
六

六
)

七

月

文
部
省
在
外
研
究
員
と

し

て

二

ケ

月

間
､

ド

イ
ツ

を

中
心
に

欧
州
諸
国
に

お

け

る

大
学
制
度
を

視
察
研
究
す

る
｡

七

月
に

バ

リ

ー

に

お

い

て
一

週

間
に

わ

た

り

開
か

れ

た

O
M

E

P

の

第

二
回

世
界
会
議
に

日

本
連
絡
員
と

し
て

出
席
し

､

日

本

の

正

式
加
盟
を

申
入

れ

る
｡

昭
和
四
二

年
(

一

九
六

七
)

四

月

成
城
大
学
経

済
学
部
の

非
常
勤
講
師
と

な

り
､

教
育
学

･

教
育
原
理

を

担
当
す
る

｡

昭
和
四

三

年
(

一

九
六

八
)

三

月

文
部
省
の

調
査
員
を

辞
任
す
る

｡

七

月

文
部
省
在
外
研
究
員
と

し

て

ニ

ケ

月
間

､

ド

イ
ツ

を

中
心
に

欧
米
に

お

け
る

幼
児
教
育
制
度

､

教
員
養
成

制

度
を

視

察
研

究

す

る
｡

八

月
初
旬
よ

り
一

週
間
に

わ

た
っ

て

開
か

れ

た

0

Ⅱ

E

P
の

第
一

二

回

世
界
会
議
に

､

そ
の

正

式
加
盟
国
た

る

こ

と

を

承
認
さ

れ

た

日

本
の

代
表
の

一

人
と

し

て

出
席
す
る

｡

昭
和
四

四

年
(

一

九

六

九
)

7 88
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78 9

〈

_

停
年
に

よ

り
一

橋
大
学
を

退
職
す
る

｡

一

橋
大
学
学
則
に

よ

り
､

一

橋
大
学
名
誉
教
授
の

称
号
を

授
与
さ

れ

る
｡

成
城
大
学
経
済
学
部
教

授
に

任
ぜ

ら
れ

､

教
育
学

･

教
育
原
理

･

ド

イ

ツ

語
を

担
当
す
る

｡

前
年
に

死
亡
し

た

妻
和
子
前

園
長
に

代
り

池
袋
幼
稚
園
長
と

な
る

｡

(

付

記
｡

こ

の

年
譜
を

通

し
て

､

人

間
の

生

涯
は

本

人
の

能

力
･

努
力
の

は

か

に
､

そ

の

運

命
と

､

そ
の

師
･

先

輩
･

知

人
･

友

人
･

後
輩
な

ど

種
々

の

方

面
か

ら
の

好
意
と

善
意
に

さ

さ

え

ら
れ

て

展
開

し

て

行

く

も
の

で

あ

る

こ

と

を

跡

付

け

た

く
､

か

か

る

記

述
に

し
た

｡

な
お

こ

の

ほ

か

に

本
人
が

恩
恵

を

受
け

た

多
数
の

人
々

の

氏

名

を

右
の

記

述
中
に

あ

げ

希
な

か
っ

た
こ

と

を

遺

憾

と

す

る
)

｡




